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研究論文  
グローバル MOOCs における 
日本語発音オンライン講座 
―受講者アンケートの分析結果から― 
戸田 貴子 
要 旨 
本稿では、グローバル MOOCs における世界初の日本語発音オンライン講座、
Japanese Pronunciation for Communication について、登録時に示された受講者
の属性、コース開始時の Pre-Course Survey、コース終了時の Post-Course Survey
の結果を報告する。 
調査の結果、本講座は多種多様な背景・日本語レベルの受講者に利用され、一定
の評価を得たことが明らかになった。一方向的な講義形式ではなく、受講者が主体
的に発音練習できるよう様々な工夫を施したこと、講義内容の理解を促すために字
幕や音声翻訳ファイルを活用したことなどが、評価に繋がったと考えられる。 
近年益々拡大しているオンライン日本語教育において、今後もビッグデータを活
用し、受講者の属性を把握し、学習行動を分析し、コース評価を行い、教育の質改
善を目指していくことが望まれる。 
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1．はじめに 
教育現場では、講師が自ら担当するクラスでアンケートを行い、受講者の特性を把握し
たうえで授業内容を調整したり、コースをとおして得たデータの分析を行い、教育効果を
検証し、今後のコース運営を改善したりすることが、以前から行われてきた。近年、イン
ターネットを活用して誰もが無料で受講できるMOOCsの普及により、一講座あたり数百、
数千という規模の回答を得ることが可能となった。MOOCs 自体がまだ新しく、ビッグデー
タの活用や教育改善に関してもまだ議論は始まったばかりで、今後の研究の余地が大幅に
残されている（Cope and Kalantzis 2016）。ICT 技術の進化により、これまで一教育者が
扱う機会を得なかったようなビッグデータが、我々にとっても急速に身近なものになりつ
飾りやヘッダーは後から印刷業者が入れます。テンプレートの余白を
変更・削除しないでください。 
論文の種類（研究論文・展望論文・研究ノート）は入力してください。 
特集：グローバルMOOCsにおける「世界の日本語音声教育」
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つある。MOOCs では学習空間は世界に広がっており、教室という閉ざされた空間の中で、
プレースメントテストなどで習熟度をある程度統一した学習者を対象に行う従来型の対面
授業とは全く性質が異なっている。今後のオンライン教育の改善のために、受講者の特性
や学びについて詳細に分析し、実態を把握していく必要があろう。 
早稲田大学は、ハーバード大学とマサチューセッツ工科大学の共同開発によるグローバ
ル MOOCs（Massive Open Online Courses：大規模公開オンライン講座）の edX
（https://www.edx.org/）において、 2016 年 11 月に Japanese Pronunciation for 
Communication（以下、JPC）を開講した（図 1）。本講座は、世界中の日本語学習者・
日本語教育関係者に向けて無料配信されており、現在までに 170 の国や地域から、登録し
た受講者は 2 万 5 千名を超えている（2017 年 11 月 17 日現在）。本稿では、グローバル
MOOCs における世界初の日本語発音オンライン講座について、登録時に示された受講者
の属性、コース開始時の Pre-Course Survey（事前アンケート）ならびにコース終了時の
Post-Course Survey（事後アンケート）の結果を報告する。 
 
 
図 1 edX の画面 
 
JPC は「伝えたい気持ちや内容が伝わる発音で日本語が話せるようになること」を目指 
した「発音を焦点化したオンライン講座」という点に独自性がある。JPC の基本的な学習
コンテンツについては、戸田（2016）で紹介されている。また、JPC 開発における問題意
識と教育的意義については、戸田（2017）を参照されたい。JPC の各回の構成は次のとお
りである（図 2）。 
1．本編講義：講師による講義映像・ゲストによるインタビュー映像 
2．会話で学ぶ日本語発音とカルチャー：音声を焦点化した会話教材 
3．シャドーイング練習用教材：シャドーイング練習に使う音声教材 
4．世界の日本語音声教育：各地の日本語学習者の発音上の問題点と学習法・指導法 
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5．発音チェック：受講者が会話を録音した音声ファイルを提出し、相互評価を行う機能 
6．ディスカッションフォーラム：受講者による質問・意見交換の場 
7．クイズ（第 1 回～第 4 回）および最終テスト（第 5 回） 
 
 
 
図 2 JPC の学習コンテンツ 
 
また、特別イベントとして、個別フィードバックと発音の達人コンテストを行った。個
別フィードバックは登録時に希望し、第 3 回まで講義を受講して課題を提出した継続者約
100名を対象に、音声学の知識を有し、音声教育実践経験のある 7名のTAが行った。フィー
ドバックの内容を充実させ、より公平かつ適切に行うために、「個別フィードバックガイド
ライン」を作成し、7 名が共有したうえで慎重に行った。初回から受講者に周知し、学習
動機の維持と学習の継続を促し、発音学習を活性化していくねらいがある。 
発音の達人コンテストは第 5 回のあと、受講者が「発音の達人になる方法」というテー
マで受講者が自ら録画したスピーチ動画を投稿し、第一次選考を通過した 8 名を対象に、
受講者全員で「発音の学習方法が参考になったか」「伝えたい気持ちや内容が伝わる発音で
話せたか」を評価基準として投票を行った。その結果、上位者 3 名には「発音の達人証明
書」とノベルティーグッズを贈呈した。講師が一方向的に学習方法を紹介するのではなく、
受講者全員が自らの学びを振り返り、主体的な学習のあり方に気づくねらいがある。 
2．アンケート 
第 2 章では、2.1 は受講者属性、2.2 はコース開始時の Pre-Course Survey、2.3 は
コース終了時の Post-Course Survey の結果を中心に報告していく。原則として、質問
項目は edX によるアンケートの雛形に準拠しており、早稲田大学の MOOCs の運営主
体である WasedaX がコース内容に合わせていくつかの質問項目を追加し、変更を加え
たものである。 
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2.1 受講者属性 
本節では、edX 登録時の質問項目への回答から明らかになった受講者の属性（地域・学
歴・年齢）について報告する。 
2.1.1 受講者の地域分布 
 
 
図 3 受講者の地域分布 
 
受講者の地域分布は、コースをとおして「アメリカ合衆国」「日本」「ベトナム」「中国」
の割合が常に高く、それぞれが開講期間中 10％以上を占めていることが多かった。一例と
して、コース途中で edX から入手した図 3 では 157 の国や地域から登録した受講者のうち
「アメリカ合衆国」が全体の 14％、「日本」が 11％、「ベトナム」が 10％となっている。
edX の本拠地であるアメリカと、日本語教育関係者が多い日本以外に、ベトナムの受講者
が多かったのは特筆すべきである。また、常にベトナムとほぼ同じ程度に、中国の受講者
も多かった。edX 受講者全体の地域分布は、2017 年 8 月現在、上位からアメリカ合衆国
25％、インド 11％、英国 4％、ブラジル 4％となっており、JPC は異なる傾向を示してい
る（edX Partner Portal 2017）。 
受講者の分布は、現地の日本語学習者数とともに、日本語の発音に対する学習ニーズを反
映することが予想される。また、メーリングリスト・SNS などで、現地の先生方によって日
本語学習者に本講座に関する情報が共有されたことも影響したと考えられる。JPC において
は、本講座を受講するために edX に新規登録した受講者が非常に多く、2016 年 12 月には
edX 新規登録者が約 5 千名であった。このことは、edX のレギュラーユーザーのみならず、
世界の日本語学習者・日本語教育関係者による関心を反映していると言えるであろう。 
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①なし
②小学校
③中学校卒
④高校
⑤短大・専門学校
⑥大学学部卒
⑦修士大学院卒
⑧博士課程修了
⑨その他
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
2.1.2 受講者の最終学歴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 受講者の最終学歴 
 
 
図 5 受講者の年齢 
 
edX 受講者の年齢層は幅広く、2017 年 8 月現在、全体の平均年齢は 28 歳である（edX 
Partner Portal 2017）。オンライン講座はキャリアアップ研修や、退職後学ぶ時間に余裕
がある受講者も多く、比較的高い年齢層への分布傾向がみられるが、JPC の場合は、受講
者の約 45％が 20 代に集中していた（図 5）。この結果は、2.1.2 とも関係しており、若年
層の受講者が多かったことを示している。 
ハーバード大学とマサチューセッツ工科大学により2012年から2014年までの間に edX
に提供された 68 コースに関する調査によると、受講者が全米平均よりも富裕層に偏って
おり、高学歴の傾向があることが明らかになっている（Hansen and Reich 2015）。JPC
の場合、高学歴が 21.5％であったが、教育指標の「高卒もしくはそれ以下」の合計が 29.5％
あり、比較的高いのが特徴的である（図 4）。世界的に見ると、中学校・高校で日本語を学
ぶ日本語学習者が多いことが、この数字を押し上げたのではないかと考えられる。 
2.1.3 受講者の年齢 
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2.2 Pre-Course Survey 
ここでは、コース開始前のアンケートの結果を報告する。有効回答は 790 名であった。 
2.2.1 受講理由 
 
図 6 受講理由 
 
Pre-Course Survey の’Why did you enroll in this course? （1 strongly disagree to 5 
strongly agree）’「なぜこのコースを受講しようと思いましたか（1「まったくそう思わな
い」～5「とてもそう思う」）」という質問では、「日本や日本文化に関心があるから（4.60）」、
「日本語の発音に焦点を当てたコースであるから（4.55）」が高い数値を示した（図 6）。ま
た、「このコースを受講することは楽しいと思うから（4.34）」「このコースは私の人生にとっ
て役立つだろうから（4.33）」の数値も 4 以上であった。 
JPC では日本語の発音に加えて、カルチャー紹介のセクションを設けるなどの工夫を凝
らしたことが、受講理由として「日本や日本文化に関心があるから」が高い数値を示した
理由のひとつであると考えられる。「会話で学ぶ日本語発音とカルチャー」では、毎回、日
本語発音を学習する会話教材の中で、会話のトピックと連動した文化的側面を取り上げ、
紹介している（戸田 2016）。 
高い数値を示した質問項目については、JPC のプロモーションビデオ（PV）の内容と
も連動している。edX では、登録前に受講者が各講座の PV 視聴できるようになっており、
約 2 分の PV では筆者（講師）が「本講座では、内容や気持ちがきちんと伝わる発音で日
本語が話せるようになることを目標に、発音練習の方法を紹介し、発音を練習する機会を
提供していきたいと思います。伝えたい気持ちや内容がきちんと伝わる発音で日本語が話
せるようになりましょう。」「みんなで一緒に楽しく日本語の発音を練習しましょう。」と呼
びかけている。PV には英語の字幕もついており、講座開始前に PV を視聴したうえで登
録した多くの受講者と講座の趣旨が共有できていたことが示唆される結果となった。 
また、日本語学習者の「発音」に対する関心の高さに対して、「発音」の学習機会が少な
いことも、コース受講理由として「日本語の発音に焦点を当てたコースであるから」が選
択されたことと関係していると思われる（2.2.9 参照）。発音の学習機会が少ないことは、
受講者による自由記述のコメントからも見て取れる。 
・I'm really delighted that this course is taking accent seriously. Perhaps modern 
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textbooks and dictionaries are better, but when I was starting Japanese (in the 1980's) 
accent was hardly mentioned and even learner dictionaries didn't give it. 
・I'm going to a Japanese language school for more than a year. But there is no focus 
on pronunciation. 
・I have studied Japanese for 5 years and never really focused on accent, so I’m really 
glad I’m taking this course. 
このように発音練習の機会が限られていることから、学習機会を提供することに意義が
あるのではないかと考えられる。 
2.2.2 受講目的 
 
図 7 受講目的 
 
‘What do you hope to achieve from the course?’「あなたはこのコースから何を得ること
を望んでいますか」という質問では、「日本語のより深い理解を得るため（4.56）」が一番
高く、続いて「自分の楽しみのため（4.33）」「現実世界の状況で知識を運用するため（4.26）」
「好奇心を満たすため（4.04）」が 4 以上の数値を示した（図 7）。「一般教養の学びの場」
として MOOCs を活用する受講者が多いことは以前から指摘されており、知的好奇心を満
たすために受講する受講者がいる一方で、JPC の受講者については、日本語学習者として
日本語をより深く理解し、実社会においてその知識を運用したいと考える傾向があること
が浮き彫りとなった。 
2.2.3 コースを知った経緯 
 
図 8 コースを知った経緯 
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‘How did you come to know about this course? Select all that apply.’「あなたはどのよ
うにこのコースを知りましたか。当てはまるものを全て選んでください。」という質問では、
「edX のウェブサイト」が約 480 名（60.7％）で一番多かった（図 8）。また、「人に勧めら
れた」「口コミ」「フェイスブック」の合計は約 300 名に上った。2.1.1 でも述べたように、
JPC では edX への新規登録者が約 5 千名に上り、edX のレギュラーユーザー以外の受講
者の JPC への関心を裏付ける結果となっている。 
2.2.4 早稲田大学との関係 
 
図 9 早稲田大学との関係 
 
‘How familiar are you with Waseda University? Select all that apply.’「早稲田大学に
ついて、当てはまるものをすべて選んでください。」という質問では、「名前を知っていた
けれど、早稲田大学についてよく知らない」と「このコースを受けるまで早稲田大学につ
いて一度も聞いたことがなかった」が大半を占めている（図 9）。講座の成果指標のひとつ
として設定された質問で、第一弾講座 1のアンケートでも約 6 割が早稲田大学を知らない
と答えており、edX を通じて早稲田大学を知った受講者が多数存在したことが報告されて
いる。世界規模で見たときの早稲田大学の知名度には向上の余地があり、MOOCs に講座
を提供することは大学の知名度の向上に貢献することにつながっていくと考えられている。
また、将来的には、MOOCs をとおして早稲田大学を知った受講者が留学先として選択す
る可能性もあり、今後優秀な留学生の獲得にも貢献することが期待されている。 
2.2.5 日本語発音の問題 
以下に、コース内容に合わせて追加した質問項目の回答結果を報告する。 
‘Do you have any problems with your Japanese pronunciation?’「日本語の発音に問題
があると思いますか」という質問では、コース開始前に、7 割近くの受講者が自身の発音
に問題があると認識していた（表 1）。受講者のコメントからも、日本語の発音が困難であ
ることが記されている。 
・I really like the lessons so far. I want to work hard on using the right accent. It is 
difficult for me. 
・私も難しいと思います。特に自分の母語にない発音はいっぱい練習しないとできませ
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ん。T.T でも先生の説明がわかりやすいので助かります。 
・Moreover, I noticed sometimes I accidentally introduce some stress in some words 
while trying to introduce the pitch accent in words, which makes my Japanese sound a 
bit forced. Therefore, I need to keep working on this point to correctly improve my 
Japanese pronunciation. 
・Hello everyone^^ I really like this course, and i really like Japanese language. But, 
i think it's really difficult to hear the difference pitch or accent in every word, 
especially in the whole sentence. different pitch has different meaning. i hope after this 
course my pronunciation will improve, and i can talking to japanese people with 
confidence. 
 
表 1 日本語発音の問題 
Answer Options 
Response 
Percent 
Response 
Count 
strongly agree / そう思う 17.0% 127 
agree / どちらかというとそう思う 50.7% 378 
neither disagree nor agree / どちらでもない 25.0% 186 
disagree / どちらかというとそう思わない 6.4% 48 
strongly disagree / そう思わない 0.8% 6 
answered question 745 
skipped question 41 
 
2.2.6 日本語教育歴 
‘Do you have any experience teaching the Japanese language? If so, for how many 
years have you taught it?’「教育機関における日本語教育歴はありますか（大学や日本語
学校など）。ある場合は何年ですか。」という質問では、受講者の 15%が日本語教育歴があ
ると回答している（表 2）。世界の日本語教育現場で教えている非母語話者教師からは、日
本語が母語ではないため、自身の発音に自信が持てないという声を聞くことが多い。JPC
は世界中の日本語学習者のみならず、日本語を教えたい人々にも、日本語の発音のしくみ
を学習し、練習する機会を提供する公開教育資源であると考えられる。 
 
表 2 日本語教育歴 
Answer Options 
Response 
Percent 
Response 
Count 
Less than 1 year / 1 年未満 6.1% 48 
1-2 year（s） / 1-2 年 3.8% 30 
2-3 years / 2-3 年 1.3% 10 
3-4 years / 3-4 年 0.8% 6 
4-5 years / 4-5 年 0.9% 7 
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More than 5 years / 5 年以上 2.2% 17 
None / ない 85.0% 668 
answered question 786 
skipped question 0 
 
2.2.7 日本語使用頻度 
‘Do you have any opportunities to speak Japanese?’「日本語で話す機会はどのくらい
ですか。」という質問に対して、一番多かったのが「全くない（30.2％）」、次に「週に一度
（25.5％）」が多かった（表 3）。その多くが海外在住の受講者で、週一回程度日本語の授業
を受けていることが想定される。海外においても、生活や職場の環境によっては日本語使
用頻度が高い受講者もいるが、本調査の結果、約 3 割が日本語で話す機会が全くないと回
答しており、日本語使用機会が求められているのではないかと思われる。しかしながら、
「ほぼ毎日（22.4％）」という受講者も少なからず存在し、日本語使用頻度に関わらず、多
くの受講者が発音学習に関心を持っていると考えられる。 
 
表 3 日本語使用頻度 
Answer Options 
Response 
Percent 
Response 
Count 
Almost everyday / ほぼ毎日 22.4% 167 
Once a week / 週に一度 25.5% 190 
Once a month / 月に一度 9.9% 74 
Once a year / 年に一度 11.9% 89 
None / 全くない 30.2% 225 
answered question 745 
skipped question 41 
 
2.2.8 日本人との接触頻度 
‘Do you have any opportunities to meet Japanese people?’「日本人と接する機会はど
のくらいですか。」という質問に対しては、2.2.7 の日本語使用頻度と同様「全くない
（33.6％）」が一番多く、全体の 3割を占めていた。「全くない（33.6％）」と「年に一度（19.1％）」
の合計は、半数以上に上る（表 4）。海外の日本語学習者の多くにとっては、日本人との接
触場面がほとんどない状況であることが予想される。現在は直接的な対面形式ではなくと
も、オンラインで接触場面を創出し、日本語で会話を行うことが可能であるため、積極的
に導入を検討していく必要があろう。 
また、JPC では、日本語発音を学習する会話教材である「会話で学ぶ日本語発音とカル
チャー」で、卒業式を祝う場面で使われるあいさつや、東京駅から新幹線で出張に出かけ
るビジネスパーソンの会話などの文脈の中で、受講者の発音に対する注意を喚起するよう
促している。このように、日本人との接触場面を想定した会話教材を提供することに意義
があるのではないかと思われる。 
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表 4 日本人との接触頻度 
Answer Options 
Response 
Percent 
Response 
Count 
Almost everyday / ほぼ毎日 19.3% 144 
Once a week / 週に一度 17.4% 130 
Once a month / 月に一度 10.6% 79 
Once a year / 年に一度 19.1% 142 
None / 全くない 33.6% 250 
answered question 745 
skipped question 41 
 
2.2.9 発音の学習機会 
‘Do you have any opportunities to practice your Japanese pronunciation?’「日本語の
発音を練習する機会はどのくらいですか。」という質問では、「全くない（31.0％）」が一番
多く、次に「週に一度（29.3％）」が多かった（表 5）。全体的な傾向は、2.2.7 の日本語使
用頻度と一致している。2.2.1 では、受講者のコメントから発音の学習機会が少ないことを
示したが、この質問項目に対する回答からも同様の結果が示された。 
 
表 5 発音の学習機会 
Answer Options 
Response 
Percent 
Response 
Count 
Almost everyday / ほぼ毎日 20.8% 155 
Once a week / 週に一度 29.3% 218 
Once a month / 月に一度 10.2% 76 
Once a year / 年に一度 8.7% 65 
None / 全くない 31.0% 231 
answered question 745 
skipped question 41 
 
2.2.10 日本語学習歴 
‘For how many years have you studied Japanese?’「日本語学習歴は何年ですか。」とい
う質問では、「1 年未満（40.3%）」が一番多かった（表 6）。日本語教育の現場においては、
一般的に初級学習者の全体数が多く、継続者数は年数を重ねるごとに少なくなっていくが、
この回答結果はそれを反映していると思われる。しかしながら、日本語学習歴が 3 年以上
の合計が 25％以上を占めており、「5 年以上（11.7%）」も少なからず存在していることは、
中上級者の学習ニーズもあることを示唆しており、受講者の日本語学習歴は幅が広いこと
がわかる。 
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表 6 日本語学習歴 
Answer Options 
Response 
Percent 
Response 
Count 
Less than 1 year / 1 年未満 40.3% 300 
1-2 year（s） / 1-2 年 22.6% 168 
2-3 years / 2-3 年 10.7% 80 
3-4 years / 3-4 年 8.3% 62 
4-5 years / 4-5 年 6.4% 48 
More than 5 years / 5 年以上 11.7% 87 
answered question 745 
skipped question 41 
 
2.2.11 Japanese Language Proficiency Test 
‘Have you passed any of the Japanese-Language Proficiency Test （JLPT） levels? 
Select your Japanese-Language Proficiency Level (JLPT) below.’「日本語能力試験
（JLPT）のレベルを持っていますか。もし持っていれば、下記の選択肢から選んでくださ
い。」に対しては、「持っていない（74.2%）」が一番多かった（表 7）。持っているものの
中では N1 から N5 までほぼ同じ割合に分かれており、受講者の JLPT レベルは幅が広い
ことが明らかになった。JPC の講座内容を受講者の JLPT レベルに合わせて作り分けるこ
とはできないため、様々なレベルの受講者による利用を想定した上で今回行ったように、
講義理解を促進するために学習者の母語による字幕を活用するなどの工夫が不可欠である。 
 
表 7 JLPT 
Answer Options 
Response 
Percent 
Response 
Count 
N1 5.2% 41 
N2 5.0% 39 
N3 5.5% 43 
N4 5.6% 44 
N5 4.6% 36 
None / 持っていない 74.2% 583 
answered question 786 
skipped question 0 
2.3 Post-Course Survey 
ここでは、コース後のアンケートの結果を報告する。有効回答 213 名、回答者内修了率
は 82%であった。 
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2.3.1 平均学習時間 
 
図 10 平均学習時間 
 
大半の受講者にとって、JPC の平均学習時間は週 1 時間から 3 時間程度であった（図
10）。コース説明には、「Effort: 3hours per week」と記載されており、コースで設定され
た学習時間とほぼ合致しているため、適切であったと言える。 
2.3.2 各ユニットの評価 
 
図 11 各ユニットの評価 
 
第 1 回から第 5 回の各ユニットはすべて 4 以上で、高い評価を得ていることが明らかに
なった（図 11）。各ユニットの構成は図 2 に示されているとおりであるが、その中の本編
講義の内容は、各回のテーマに合わせて以下のように設定した。 
第 1 回「発音のポイント」では、1）特殊拍、2）アクセント、3）表現意図とイントネー
ション、4）意味のまとまり、5）相手との人間関係・話の内容・場に応じた発音のポイン
トを紹介した。第 2 回「アクセント」では、1）名詞のアクセント、2）複合語のアクセン
ト、3）人名のアクセントに焦点を当てた。第 3 回「イントネーション」では、1）～じゃ
ない、2）～でしょう、3）～でしょうか、4）～そうですね、5）～そうですか、6）への
字型イントネーションを学習した。第 4 回「話しことばの発音」では、1）拗音化、2）「い」
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の脱落、3）母音の融合、4）撥音化、5）長音化、6）促音化による話しことばの音変化を
学習した。最後に、第 5 回「発音の達人になろう」では、学習成功者によるインタビュー
動画の語りから「発音の達人」になる方法として、戸田（2008）の研究成果で明らかになっ
た六つのポイントを紹介した。 
2.3.3 コンテンツの評価 
 
図 12 コンテンツの評価 
 
「ビデオコンテンツの質（4.18）」「講師の内容説明（4.15）」「コースの全体的満足度（4.14）」
が 4 以上であった（図 12）。コースの全体的難しさは逆転項目で、“1：簡単”から“5：難し
い”となっているため、難易度がさほど高くなかったという受講者の認識を示している。講
師の内容説明は日本語によるもので、学習歴が 2 年以下という 6 割以上の受講者にとって
は難しいことが想定されるが、受講者の日本語レベルを統一することはできないため、JPC
では 4 言語の字幕（日本語、英語、中国語、韓国語）と 7 言語の音声翻訳ファイル（日本
語、英語、中国語、韓国語、ベトナム語、タイ語、インドネシア語）をつけるなどの工夫
を施した。このことが受講者の理解を促したと考えられる。 
2.3.4 コンテンツの有益性 
 
図 13 コンテンツの有益性 
 
コンテンツの有益性の評価が 4 以上であったのは、「シャドーイング教材（4.40）」「発音
チェック（4.25）」「会話で学ぶ日本語発音とカルチャ （ー4.24）」「個別フィードバック（4.11）」
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である（図 13）。これらは、受講者が主体的に発音練習できるよう、コースエンゲージメ
ント率を高める様々なしくみであるが、その成果が評価に反映していると考えられる。一
方、「世界の日本語音声教育（3.89）」「発音の達人コンテスト（3.71）」は該当者のみを対
象とするため、上記の項目より評価が低かったのではないかと考えられる。たとえば「世
界の日本語音声教育」は、5 回の講義の各回において、中国語、韓国語、英語、タイ語、
ベトナム語を母語とする日本語学習者の発音の特徴と指導法・学習方法を紹介するもので、
該当する場合のみ視聴することが推奨されている 2。 
ここで特筆すべきは、受講者間の相互評価課題である「発音チェック」の評価が当初の
予想を遥かに上回ったことである。相互評価課題は受講者からの評価が低くなることが多
く、日本語母語話者ではない日本語学習者同士が行う発音の評価が受け入れられるかどう
か、発音における相互評価が機能するかどうかが JPC 開発時の大きな問いであったが、
Post-Course Survey の結果から受講者にとって「発音チェック」が有益であったと評価さ
れたことが明らかになった。 
「発音チェック」については、本論考のアンケート調査とは別に、1）受講者同士の発音
の相互評価では、どのようなフィードバックが行われるのか、2）オンラインによる発音
の相互評価は機能するのかという二つのリサーチクエスチョンを設定して量的分析を行っ
た（戸田ほか 2017）。その結果、1）「褒め」と「指摘」によるフィードバックが行われて
おり、「問題点」が指摘できる受講者は「修正方法」もわかり、2）受講者同士の発音の相
互評価は効果的に機能したということが明らかになっている。 
以上、オンライン教育における受講者間の発音の相互評価の有益性が示される結果と
なった。 
2.3.5 受講後の変化 
 
図 14 受講後の変化 
 
「これからも発音の練習を続けたい（4.66）」という回答が多く、発音学習に対してポジ
ティブな印象を持つことにつながった結果となった（図 14）。「発音を意識するようになっ
た（4.52）」「日本語の発音を練習することができた（4.44）」「発音の学習方法を知ること
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ができた（4.43）」「日本語の発音のしくみを学ぶことができた（4.37）」は当初から本講座
の目標であり、受講者から一定の評価を得たと言えよう。 
また、5 週間という短期の講座であったが、「発音を意識するようになった（4.52）」と
いう結果から、本講座の到達目標のひとつである発音の意識化が達成されたことが示唆さ
れた。言語系コースの場合、知識を導入するだけでは不十分で、受講者が主体的に発音練
習する工夫が必要であるため、JPC ではシャドーイング練習用教材を開発し、毎回新しい
練習用素材を提供するなど、様々な工夫を施した。また、第 5 回「発音の達人になろう」
では、学習成功者のインタビュー映像を用い、発音の学習方法を紹介した。その結果、「日
本語の発音を練習することができた（4.44）」「発音の学習方法を知ることができた（4.43）」
「日本語の発音のしくみを学ぶことができた（4.37）」の評価も高かったのではないかと考
えられる。 
その一方で、2.2.5 で示したように、コースを受講する前から受講者の多くは日本語の発
音に問題があると認識しており、「自分の発音が変化した（3.88）」は上記の項目と比較し
て低いため、5 週間という短期の講座では、当然ではあるが、発音を意識するようになっ
ても発音の変化を実感するには至らないということが示唆された。この結果は、2.2.7 の日
本語使用頻度や 2.2.8 の日本人との接触頻度が低い受講者が多かったことから、自身の発
音の変化を実感する機会が限られていることも影響しているのではないかと考えられる。
この点を改善するためには、1）受講者が自身の発音の変化を実感できるよう、個別フィー
ドバックをコース中とコース終了時との 2 回に分けて実施する、2）受講者の学習記録を
有効活用し、毎週の相互評価におけるフィードバックの一覧提示機能をつけるなど、学習
の積み重ねの成果を可視化し、受講者と共有するというようなことが考えられる。 
2.3.6 字幕の利用状況 
 
図 15 字幕の利用状況 
 
JPC では、言語文化背景が多種多様な受講者に対応するため、4 言語の字幕（日本語、
英語、中国語、韓国語）と 7 言語の音声翻訳ファイル（日本語、英語、中国語、韓国語、 
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図 16 字幕例と音声翻訳ファイル 
 
ベトナム語、タイ語、インドネシア語）を充実させた（図 15）。その結果、95%の受講者
が字幕は役立ったと回答した。その中でも、英語（64.8%）と日本語（54.0%）がよく使
用されていたことがわかった 3。 
2.3.7 受講者からのコメント 
コースをとおして、受講者から数多くのコメントが寄せられた。「The course was very 
well put together, I really enjoyed the videos and the various exercises which helped 
me to understand the material.」のようなコメントは、コースの全体的満足度が高かった
ことを示唆している。また、講師の内容説明については「The pronunciation of the 
professor is very clear and slow enough for beginners to follow! Thank you!」
「Instructors' explanation is clear and useful.」と評価されている。 
「個別フィードバック」についても数多くのコメントが寄せられた。edX にこのような
しくみを提供したコースは JPC が初めてであり、対象者からは次のような声が届いている。 
・個別フィードバックをどうもありがとうございました。僕は、ほかの edX コースでは、
先生から個別フィードバックをもらったことがありません。このコースでは、初めて先生
から個別フィードバックをもらいました。個別フィードバックを受けている人が多くても、
先生はそれぞれの音声ファイルを細かく聞いて、細かいコメントをそれぞれの音声ファイ
ルにつけてくれました。すごいですよ。お疲れ様でしたね。 
・ご指導ありがとうございます。こんなに詳しいフィードバックは本当に驚きました。 
以下のコメントには、対象者にとって個別フィードバックが有益であり、学習の手助け
になったという認識が示されている。 
・個別フィードバックは、本当に役に立ちました。日本人から私の発音について、意見
や感想を貰ったことが初めてです。ですから、この機会をくれて感謝いたします。 
・A brilliant course, and I am extremely thankful to Professor Toda and all of the 
JPC111x team for running this course, and the help and feedback they have provided. 
It has helped my studies greatly, and I really enjoyed it. 
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・Thank you to Professor Toda and her staff for the excellent feedback I received on 
this assignment. I've gained much insight on where I need to make improvements and 
feel even more motivated to reach my (lofty) goal of speaking perfect Japanese. 
・Thank you very much 先生 for the detailed feedback I received! It provided me 
with insightful information on the areas I should focus on while exercising. 
3．まとめ 
JPCはグローバルMOOCsにおける世界初の日本語発音オンライン講座であることから、
前例に倣うことなく、すべてが初めての試みとして試行錯誤を重ねつつプロジェクトが進
行していった。受講者の主体性を尊重し、コースエンゲージメント率を高める様々なしく
みを作り工夫を施したが、その成果として、JPC は多くの受講者を獲得し、一定の評価を
得ることができた。世界中の日本語学習者・日本語教育関係者にとって、通常得ることが
少ない発音の学習機会を提供できたことも成果のひとつである。 
JPC は edX において Popular Courses のカテゴリ入りを果たし、2017 年 4 月に再開講
が決定したことから、公開教育資源として引き続き広く利用されることになった。2019
年 3 月まで、半年ごとに開講されることが既に決定している。再開講にあたり、開講期間
は 5 週間から半年に引き伸ばされ、「Self-paced」4 となった。修了証を申請した受講者は
すでに 130 名に上っている 5。 
MOOCs の講座は単に一方向的に講義コンテンツを公開授業として配信するだけではな
く、修了条件を満たした希望者に修了証を発行することから、プラットフォーム側も高水
準の教育コンテンツを求めており、開発には膨大な時間と労力と費用が必要である。しか
しながら、よりよい授業を目指して、教員が授業を公開することの意義は大きく、今後の
大学における教育の質改善に繋がっていくことと考えられる。また、教員のみならず、学
生の学習意識の改革も期待できるのではないかと思われる。筆者は、JPC の経験をとおし
て、世界中から集まる受講者の主体的な学びを共有することにより、学生自身の授業に関
わる意識が変容するのではないかと実感している。 
開発した教育コンテンツは、講座終了後も学内の授業において SPOC（Small Private 
Online Course）利用し、反転授業に活用することが可能である。講義部分はオンライン
動画で事前学習できるようにし、対面授業では事前学習の内容を踏まえてグループワーク
やディスカッションなどを行い、アクティブ・ラーニングを実践することができる。筆者
は日本語教育研究センター設置の日本語発音科目や日本語教育研究科設置の理論科目・実
践科目、グローバルエデュケーションセンター設置のオープン科目で、積極的にオンライ
ンコンテンツを利用している。学内向けの SPOC 利用については、稿を改めて報告したい。 
今後、JPC については 1）国・地域、年齢などの受講者の属性や学習目的、日本語レベ
ルなどによる修了率の分析、2）動画視聴回数および動画視聴完了回数などの学習行動の
分析、3）各週クイズの課題別正答率および最終テスト結果の分析を検討している。近年
益々拡大しているオンライン日本語教育において、今後もビッグデータを活用し、受講者
の属性を把握し、学習行動を分析し、コース評価を行い、教育の質改善を目指していくこ
18
??????????? 23?
  ― 19 ―  
 
とが望まれる。このような研究の方向性の先には、日本語教育においてこれまでになかっ
た視点から行われる「実践の学」が、また新たに構築されていくことが予想される。 
注 
 1 早稲田大学は edX に第一弾講座として柴山知也教授（早稲田大学理工学術院）による Tsunamis 
and Storm Surges: Introduction to Coastal Disasters を提供しており、JPC は第二弾講座で
ある。 
 2 「NO／使っていない」と回答した受講者は対象外とした。「世界の日本語音声教育」、「発音の達
人コンテスト」は成績評価の対象となっていない。 
 3 字幕は、講師解説に合わせて自動的にスクロールダウンし、該当する箇所がハイライトされるよ
うになっている。また、字幕と音声翻訳ファイルを併用したのは、edX のシステム上の制約で、
画面上で字幕の切り替えができる言語数が限られていたためである。 
 4 「Self-paced」とは、受講者が自身のペースで学習を進めていくことができるコースであり、「発
音の達人コンテスト」、「個別フィードバック」、「発音チェック」は行われない。 
 5 修了条件はクイズ（第 1 回～第 4 回）50%、発音チェック課題（第 1 回～第 4 回）10%、最終テ
スト（第 5 回）40%の合計の 6 割以上である。再開講後の「Self-paced」コースの修了条件はク
イズ（第 1 回～第 4 回）50%、最終テスト（第 5 回）50％の 6 割以上である。 
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